
｢人は肩書や資格や勲章に加えて､ 名刺の上に
この一文を加えてもいいだろう｡ ―― 『私は ｢失
われた時を求めて｣ を読んだ！』 こうすれば､ 人
はどんな人物を前にしているかわかる｡ 魂の奥底
を描いたこの一大巨篇は､ そこを通り抜けた者に
刻印を残さずにはおかないからだ｡ 読者は秘儀の
書を繙

ひもと

いたフリーメーソンの会員のように仲間ど
うしとなり､ 互いを確認し合い､ 話し合い､ それ
ぞれの内に共通の言語を見出すことができるよう
になるだろう｣｡ これは､ 鈴木道彦訳の 『失われ
た時を求めて』 第三巻の月報に掲載されているフ
ランスの作家イヴ・シモン氏による随筆 ｢三つの
旅とプルースト｣ (浅野素女訳) からの引用であ
る｡
読書が人格を形作り (書物にもよるが)､ その

共通の体験により共通理解が促進される､ という
わけである｡ かつて日本でも､ ある人々の間に共
通の読書体験があり､ それが共通理解への道を開
いていた｡ ところが､ 物質的な豊かさの増大とと
もに体験に占める読書の比率は減少し､ 読書を通
じての人格の形成は､ スローガンとしてはともか
く､ 過去のものになってしまったかの感がある｡
また､ 読書自体への嗜好も出版事情とともに多様
化し､ ｢作者の意図・テクスト・読者の読み､ 各々
は別ものである｣ という昨今の思想もあいまって､
読書を通じて理解し合えるという考え方は旗色が
悪い｡ こうして世界中で進行する ｢断片化｣ によっ
て､ 共通理解はますます得られにくくなってゆく｡
これに対して､ 書物よりもネット上のWebサ

イトには質・量ともに多様な情報が満載されてお
り､ そこからは､ ｢凝り固まった｣ 共通理解など
よりも､ 個性的で柔軟な発想が生まれるはずだ､
という断片化を肯定する見方もある｡

しかし､ そうなのだろうか｡ Webサイトの情
報はたいてい検索エンジンを使って入手される｡
似たキーワードからは似た情報が手に入る｡ それ
を使って皆がレポートを書けば､ 各自が自分で考
えたものでないことが一目瞭然となり､ レポート
は ｢不可｣ という笑えない喜劇も起こる｡ ｢断片
化｣ と ｢画一化｣ がコインの裏表になっているの
である｡
読書を通じてのかつての共通理解は､ 確かに彼
方に行こうとしている｡ しかし､ ｢断片化｣ に耐
えて､ かつそれを前提として､ かつての ｢共通｣
とは異なる共通の理解のために､ 多様な読みが可
能な書物を通じての体験が､ 以前よりもずっと求
められているようにも思われる｡ では､ あなたは
読書を通じてどのような体験をしてきたか､ と問
われても答えに詰まる｡ そのかわりにはならない
が､ 本にまつわる次の思い出を記しておきたい｡
幼稚園入園前､ 私は住宅と工場と原っぱが混在
する北大阪のある町に住んでいた｡ ある日､ 弟を
乗せた乳母車を押す母親と一緒に出かけた私は､
まっさらなお気に入りの絵本を手にしていた｡ コ
ンクリートの護岸で囲まれた､ 広くはない川にか
かる欄干のない橋のうえで､ 乳母車と母親が気に
なってか後ろ歩きをしていた私は､ ｢危ない｣ と
いう母親の声にびっくりして､ 手にしていた本を
川に落としてしまったのである｡ 私は大泣きに泣
いた｡ ｢あなたが落ちなくてよかった｡ 本は同じ
のを買ってあげるから｣ (こんな書き言葉をしゃ
べったはずはないが) という母親の言葉に泣きや
んだ私は､ その日のうちに同じ絵本を手にしてにっ
こりとしていた｡ もう､ 四十年以上も昔のことで
ある｡
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国際言語文化学部 教授

白河法皇は､ 11世紀末､ 平安時代の終わりに院

政をはじめた人物である｡ 高校の教科書などでも

必ずゴシック体になっているような歴史上重要な

人物なのだが､ それ以上の知識をもっている人は､

普通の大人でもまれである｡

それどころか出版後､ ｢こんど後白河法皇につ

いて書かれたそうですね｣ と､ 歴史学を本業とす

るはずの複数の学者から､ いささか間の抜けた声

をかけられた｡ もちろん､ 後白河法皇は白河法皇

のひ孫である｡

少し物を知っている人だと ｢三不如意｣ という

ことを聞いたことがあるはず｡ 法皇は稀代の専制

君主であったが､ 三つだけ自分の意のままになら

ぬことがあった｡

一つは賀茂川の水｡ たびたび氾濫する京都の賀

茂川の治水に手をやいた｡ つぎは､ すごろくの賽｡

その目が自由にならなかった｡ 最後が山法師｡ 山

とは京都では比叡山をさす｡ すなわち､ 比叡山延

暦寺の強訴がひんぱつし､ それをおさえることが

できなかった｡

あるいは､ 寺の法会が雨のために中止になった

のに怒った法皇が､ 雨水をとって獄につないだ｡

などという荒唐無稽な伝説も伝えられている｡ そ

れほどの圧倒的な権力者だから､ あまり人間臭も

ないと思われているふしがある｡

ところがどっこい､ よく調べてみるとそうでも

ないのである｡ 最愛の妻を失った時､ 死のケガレ

をものともせず､ その遺体をかき抱き続けたとか｡

養女として孫の鳥羽天皇に嫁がせた女性と不倫関

係にあったとか｡ 鳥羽天皇の皇子として生まれた

皇子 (崇徳天皇) が､ 実は法皇の子であるという

噂がたったとか｡ あの平清盛､ 実は､ 法皇の落胤

であるという噂が広がったり｡

その好色は､ 女性のみならず､ 男性にもおよん

だ｡

白河法皇が北面の武士を置いたなど｡ というの

も大学受験に必須の知識だが､ それらの中に少な

からず法皇と肉体関係をもった武士がいたことも

わかっている｡ ともかく人間的というか､ むちゃ

くちゃなエピソードに事欠かない｡

白河という追号 (死後の名前) の由来となった

のは､ 京都の賀茂川東に白河という都市域をつくっ

たからである｡ 本来の平安京は､ 賀茂川の西にあっ

たから､ 副都心建設といったところ｡ そこに法勝

寺という巨大な寺をつくり､ 九階建ての塔を建て

てしまった｡

あるいは､ 現在の名神京都南インターあたりに､

鳥羽離宮をつくった｡ 近習の貴族の邸宅をならべ､

さながら遷都のごとしといわれた空間を現出させ

た｡ 贅をつくし､ 財を費やし｡

ともかく､ 並はずれたスケールの人物なのであ

る｡ そんな人物が時代に何を残したか｡ それが本

書のメインテーマ｡

そして､ 本書は白河法皇に関するはじめての評

伝でもある｡

その他の著書 ｢院政の研究｣ 臨川書店

本学教員寄贈著書コーナー“Scholar's Shelf”

にあります｡

�������� ����������������������������
日本放送出版協会 2003 年６月刊
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〈国際言語文化学部〉
浅野英一 ｢開発途上国(アフリカ)における国際幹線道路に関す

る現状分析と効果的なアプローチの研究｣
国際協力事業団 国際協力総合研究所

〈経営情報学部〉
紙 博文 ｢リース会計の理論と制度｣ 多賀出版

(2003.7.1～2003.12.31 受入れ分)
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’96年度から統計を始めた ｢貸出図書ランキング｣ です｡

分野別 (本館・分館)､ コーナー別 (本館) の貸出図書を対象としています｡ 複本および版の違

いはすべて同一図書として合計しています｡

【分野別貸出図書ベスト１】

本 館

《情報科学》
基本情報技術者試験合格教本／
定平 誠｜兼平 敦 著 技術評論社出版

(007.607S) 13回

《哲 学》
現代哲学への招待：哲学は現代の課題にどう答
えるか／城塚 登 [他] 著 有斐閣出版

(104S) ８回

《歴 史》
反乱するメキシコ／Reed, John 著
野田 隆, 草間 秀三郎, 野村 達朗 (訳)
筑摩書房 (256R) ６回

《社会科学》
世界がもし100人の村だったら／池田 香代子
再話：C,ダグラス･ラミス 対訳 マガジン

ハウス (304S) ６回

《法 律》
民法／超訳六法研究会編 総則･物権編, 債権
法, 親族･相続編 三修社

(324M) 20回

《経 済》
簿記の基本が２時間でわかる本：初めての人
にも本当によくわかる！／金井 猛 著
ダイヤモンド社 (336.91K) 10回

《社 会》
盲導犬クイールの一生／石黒 謙吾 文
秋元 良平 写真 文藝春秋

(369.275 I) 10回

《自然科学》
キーポイント微分積分／川村 清 著
岩波書店 (410.8R) 10回

《技術・工学》
CAD／CAM／CAE入門／安田 仁彦 著

(501.8Y) 14回

《建設工学・土木工学》
衛生工学／合田 健 [他] 著 彰国社

(510.8Ｗ) 10回

《建 築 学》
建築構造力学／和泉 正哲 著 培風館

(524.1 I) 12回

《機械工学》
模型スターリングエンジン／濱口 和洋
[他] 著 山海堂 (538M) 11回

《電気工学》
電気機械工学／天野 寛徳 [他] 電気学会著
オーム社 (542A) ９回
照明工学：大学課程／照明学会編
オーム社 (545S) ９回
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【コーナー別人気図書】

１. ハリー･ポッターと賢者の石／

Ｊ.Ｋ.ローリング 著 松岡 祐子 訳

静山社 (933.7R) 17回

２. ハリー･ポッターとアズカバンの囚人

Ｊ.Ｋ.ローリング 著 松岡 祐子 訳

静山社 (933.7R) 16回

３. 模倣犯

宮部 みゆき 著

小学館出版 (913.6M)上10回

下15回

４. さくらえび

さくら ももこ 著

新潮社 (914.6S) 10回

【ベストセラーコーナー】
１. アジア新時代の日本企業／関満 博 著

(中公新書) ９回

２. ｢超｣文章法：伝えたいことをどう書くか

野口 悠紀雄 著 (中公新書) ５回

２. 電磁気学のABC：やさしい回路から

｢場｣ の考え方まで／福島 肇 著

(中公新書) ５回

２. 結婚と家族：新しい関係に向けて

福島 瑞穂 著

(岩波新書) ５回

２. ディズニーランドという聖地

能登路 雅子 著

(岩波新書) ５回

【新書コーナー】

分 館

《化 学》
有機化学のためのスペクトル解析法：UV, IR,
NMR, MSの解説と演習／M.Hesse [他] 著
馬場 章夫 [他] 訳 化学

(433.9Y) 12回

《医学・薬学》
分子糖尿病学の進歩：基礎から臨床まで／
門脇 孝 [他] 編 金原出版

(493.123B) 12回

《日本文学》
泳ぐのに､ 安全でも適切でもありません
／江國 香織 著 ホーム社

(913.6E) 15回

《英米文学》
ハリー・ポッターとアズガバンの囚人
／Ｊ.Ｋ.ローリング 著 松岡 祐子訳
静山社 (933.7R) 16回

４. 肩ごしの恋人

唯川 恵 著

マガジンハウス (913.6Y) 10回

６. きれそうなわたしの12か月 秋冬編

ヘレン･フィールディング 著

ソニー･マガジンズ (913.6S) ９回

６. アルジャーノンに花束を

Keyes,Daniel 著

早川書房 (933K) ９回

６. バトル・ロワイヤル

高見 広春 著

太田出版 (913.6Ｔ) ９回
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１. ヒート

Mann, Michael (監督・脚本) 10回

２. 羊たちの沈黙

Demme, Jonathan (監督) ９回

３. グッドウィルハンティング：旅立ち

Sant, Gas Van (監督) ８回

３. ショーシャンクの空に

Darabont, Frank (監督・脚色) ８回

３. フォー・ウェディング

Newell, Mike (監督) ８回

３. マスメディアと現代

放送大学教育振興会

８回

【４F視聴覚室ビデオ】

１. TOEIC完全対策ボキャブラリー／
野呂 健･野呂 展子 解説
SSコミュニケーションズ ８回

２. TOEFLリーディング／沖本 浩喜
SSコミュニケーションズ ７回

２. 交響曲全集／
SHOSTAKOICH,DMITRII
DIMITRIEVICH ７回

２. 吹奏楽ベスト・セレクション／
大阪市音楽団 (演奏) ７回

【４F視聴覚CD・カセットテープ】

１. SPI：大事なとこだけ総まとめ／就職試

験 対策委員会編

永岡書店 10回

１. 面接の達人：自己分析･エントリーシー

ト編／中谷 彰宏 著

ダイヤモンド社

10回

１. よく出る就職一般常識：これで万全！／

就職情報研究編

実務教育出版 10回

１. 公務員試験スーパー過去問ゼミシリーズ：

自然科学／資格試験研究会編

実務教育出版 ８回

【就職図書コーナー】

１. 我輩は猫である／夏目 漱石 著

新潮文庫 ９回

２. 竜馬がゆく／司馬 遼太郎 著

文春文庫 ８回

２. きっと､ 君は泣く／山本 文緒 著

角川文庫 ８回

２. 人質カノン／宮部 みゆき 著

文春文庫 ８回

【文庫本コーナー】
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図書館４Ｆ視聴覚室で今年度４月から１１月までに視聴されたＤＶＤの人気ランキングです｡

ＤＶＤプレーヤーを増設してみなさんの視聴希望に応えてきましたが､ まだまだ台数が不足し

てお待たせする時もあったようです｡ ２００４年４月には､ さらに台数を増やす予定です｡

����������������������������
１. ピンポン １６６回

２. 凶気の桜 １６４回

３. バイオハザード １２０回

４. ハリーポッター 秘密の部屋 １１５回

５. 少林サッカー １０２回

６. 模倣犯 ８７回

７. ＧＯ ７８回

７. 明日があるさ ７８回

７. 黄泉がえり ７８回

10. ８マイル ７２回

11. 猟奇的な彼女 ７０回

12. ＭＡＴＲＩＸ ６１回

13. ボーンアイデンティティー ５８回

14. ギャング・オブ・ニューヨーク ４８回

15. マイノリティー・リポート ４６回

16. トータル・フィアーズ ４４回

17. Ｘ－ＭＡＮ ４２回

18. マッスルヒート ３９回

18. Ｉ ａｍ Ｓａｍ アイアムサム ３９回

18. ブラック･ダイヤモンド ３９回

２００３年９月より館内で図書館資料を複写す

る際の手続きを変更しました｡

カウンターに備え付けの｢文献複写申込書｣に記

入の上係員に提出し､ 複写してください｡

申込書に

は､ 著作権

のある資料

の複写につ

いて遵守す

べき事項が

書かれてい

ます｡

よく理解し､

ルールを守

って複写し

てください｡

��������������������������
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1999年度から図書館の施設を使って行ってきた ｢文献検索・図書館利用演習｣ も5年目をむかえ､ 年々

受講する学生も増加しています｡ また､ 演習を受けた学生の文献検索に対する意識も高まってきているよ

うに見受けられます｡

2003年度は､ 前期に工学部 (電気電子工学科) ・国際言語文化学部・法学部､ 後期に経営情報学部とい

う形で実施しました｡ 特に今年度は法学部の利用演習において､ 受講学生全員が外部データベースに同時

アクセスできるような形で実施しました｡

これは､ 情報処理室で行なわれる学部基礎演習のパソコン講習とタイアップし､ メールやネット操作学

習の流れの中で資料を探すための外部データベースにもアクセスしてもらおうというものです｡

従来､ 図書館の中だけで行っていた時は､ 1人しかアクセスできず､ 残りの人は見ているだけだったも

のが､ 40人以上が同時にアクセスし文献検索実習を体験でき､ わかり易かったようです｡

その他の図書館利用案内やCD-ROMを使用するデータベース利用演習は､ 従来通り図書館で行いまし

た｡

情報リテラシー能力を身につけることが､ これからの卒業論文やレポート作成のため､ またこれから社

会に出ても必要になります｡ 図書館では､ 今後もみなさんを支援していけるよう有意義な利用演習を行っ

ていきたいと考えています｡

���������������
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学 部

項 目 国際言語文化学部 法 学 部 経営情報学部 工学部(E)

期 間 前 期 前 期 前 期 後 期 前 期

日 程 5/12～6/12 4/24～6/26 10/2～11/11 9/24～11/5 5/26～6/30

対象科目

(学 年)

文化演習

(３年次)

基礎演習

(１年次)

基礎ゼミ

(１年次)

演習Ⅰ

(２年次)

基礎演習

(１年次)

対象クラス

(前年度)

16

(23)

19

(20)

20

(－)

8

(21)

12

(11)

対象人数 86 221 355 108 95
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編集後記
2004年 ｢申年｣ が明けました｡ 最近は､ 猿社会にもボスザルという存在が見られなく

なったそうです｡

2003年にヒットした“世界に一つだけの花”のようにNo.1じゃなくて特別なONLY

ONEになるために､ 図書館でたくさんの本を読み豊かな知識をもって､ 自分の中にあ

る可能性という種を育ててみませんか｡ (Y.K)

����������������������
図書館カレンダー (2004年１月～３月)


